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フ
ラ
ン
ク
王
国
の
誕
生
で

成
立
し
た
西
欧
世
界

中フランク王国のカロリング家
が断絶したため、東西両フラン

クが中フランクの一部を分割。

カロリング家の相続問題 ■ 1 ‐

から起きた内紛をおさめ
るため、フランク王国の三
分割を取り決めた。

1ヴェルダン 東フラジク王国

の
ち
に
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

西
欧
は
、
フ
ラ
ン
ク
族
が

建
て
た
王
国
に
よ
っ
て

そ
の
原
形
が
つ
く
ら
れ
た
。

ｒ
ｉ／

西
欧
世
界
の
基
礎
を
築
い
た

カ
ー
ル
大
帝
の
大
王
国

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡
後
、
再
び
西
欧
を
統

一

し
た
の
は
フ
ラ
ン
ク
王
国
で
あ
っ
た
。

４
８
１
年
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
家
の
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス

は
、
小
国
分
立
状
態
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ク
族
を
統

一
し
て
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
建
設
。
８
世
紀
に
な

る
と
力
ロ
リ
ン
グ
家
の
カ
ー
ル
＝
マ
ル
テ
ル
が
、

７
３
２
年
の
ト
ゥ
ー
ル
＝
ポ
ワ
テ
ィ
エ
間
の
戦
い

●

５７
参
照
）で
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
を
破
っ
て
権
威
を

確
立
し
、
そ
の
子
ピ
ピ
ン
３
世
が
７
５
１
年
に
カ

ロ
リ
ン
グ
朝
を
開
い
た
。

ピ
ピ
ン
３
世
の
子
カ
ー
ル
は
、
日
―
マ
教
皇
と

対
立
し
て
い
た
ラ
ン
コ̈
バ
ル
ド
王
国
を
減
ば
し

た
ほ
か
、北
方
の
ゲ
ル
了
ノ
人
豪
族
を
制
圧
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と

戦
う
な
ど
武
勇
に
優
れ
、
王
国
の
版
図
を
拡
大

し
た
。
そ
し
て
、
８
０
０
年
に
教
皇
レ
オ
３
世
か

ら
ロ
ー
マ
皇
帝
の
帝
冠
を
受
け
、
カ
ー
ル
大
帝

（シ
ャ
ル
ル
マ
上

一こ

と
し
て
西
ロ
ー
マ
帝
国
を
受

け
継
い
だ
。

カ
ー
ル
大
帝
は
、
各
地
で
教
会
組
織
を
整
え

た
ほ
か
、
ア
ル
ク
イ
ン
な
ど
の
学
者
を
迎
え
て
学

芸
を
奨
励
し
、カ
ロ
リ
ン
グ
＝
ル
ネ
サ
ン
ス
と
よ

ば
れ
る
時
代
を
演
出
し
た
。
こ
つ
し
て
最
盛
期

を
迎
え
た
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
下
で
、古
代
ロ
ー
マ
、

ゲ
ル
了
ン
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
融
合
に
よ
る
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
基
礎
が
形
づ
く
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
ラ」
の
時
代
の
繁
栄
は
カ
ー
ル
大
帝
個

人
の
力
量
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
そ
の
死

後
は
王
国
の
相
続
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
起
き
、
ヴ

ェ
ル
ダ
ン
条
約
と
メ
ル
セ
ン
条
約
に
よ
っ
て
王

国
は
３
つ
に
分
裂
。
そ
の
１
つ
で
あ
る
東
フ
ラ
ン

ク
王
国
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
起
源
に
な
る
な

ど
、
現
在
の
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
も

と
と
な
っ
た
。
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カール大帝による文化 教育の奨励をはじめとする、カロリング朝期の古代文化復興運動。古代の著述家たち
の作品を範として、聖職者および一般の人々の教養を向上させることを目ざした。アルファベット字体の整備
(カロリング朝小文字)などにより、古代ギリシアと古代□―マの文学作品が今日まで伝承されることとなつた。

西フランク王国
(のちのフランス)ィ

タリア王ゴ
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詣hカロリンたルネサンス

国
ゲ
ル
了
ノ
民
族
の
大
移
動

ロ
フ
ラ
ン
ク
王
国
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